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(57)【要約】
【課題】ステントが臓器の病変部位に施術された後にそ
の病変部位から位置離脱するおそれをなくしたステント
を提供する。 
【解決手段】超弾性形状記憶合金やステンレスなどのス
テント素材になるワイヤを互いに
異なる位置で交差して編むことで多数の菱形空間部を有
する一定長さの中空円筒状本体を
形成してステントを製造する方法であって、前記ワイヤ
を編んで構成した中空型本体の菱
形空間部を一定区間では小さく構成して稠密性を提供し
、他の一定区間では菱形空間部を
大きく構成して相対的に広く形成することによって、区
間によって異なる大きさの弾性力
を持つ強・弱弾性部位を少なくとも１回以上交互に繰り
返して一体的に形成することでス
テントを製造する。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
超弾性形状記憶合金やステンレスなどのワイヤを互いに異なる位置で交差して編むことで
多数の菱形空間部を有する一定長さの中空円筒状本体を形成してステントを製造する方法
において、
前記ワイヤを編んで構成した中空型本体の菱形空間部を一定区間では小さく構成して稠密
性を提供し、他の一定区間では菱形空間部を大きく構成して相対的に広く形成することに
よって、区間によって異なる大きさの弾性力を持つ強・弱弾性部位を少なくとも１回以上
交互に繰り返して一体的に形成することでステントを製造することを特徴とする、屈曲変
形性を持つステントの製造方法。
【請求項２】
超弾性形状記憶合金やステンレスなどのステント素材のワイヤ１２を互いに異なる位置で
交差して編むことで多数の菱形空間部１３を持つ一定長さの中空円筒状本体１５を形成し
てなるステントにおいて、
前記多数の菱形空間部１３が一定区間では小さな菱形空間部１３ａに形成されることによ
って相対的に強い弾性力を持つ強弾性部２１と、
他の一定区間では前記小さな菱形空間部１３ａより相対的に大きな菱形空間部１３ｂに形
成されることによって前記強弾性部２１より相対的に弱い弱弾性部２２とを含み、
区間によって異なる弾性力を持つ強・弱弾性部位２１、２２を少なくとも１回以上交互に
繰り返されるように一体的に形成されることを特徴とする、屈曲変形性を持つステント。
【請求項３】
前記強弾性部２１に形成される小さな菱形空間部１３ａの数は、前記弱弾性部２２に形成
される大きな菱形空間部１３ｂの数に比べ、同じ単位長さにおいて数が多くて相対的に稠
密性を持っていることを特徴とする、請求項２に記載の屈曲変形性を持つステント。
【請求項４】
前記強弾性部２１と弱弾性部２２が互いに異なる長さを持つように形成されたことを特徴
とする、請求項２に記載の屈曲変形性を持つステント。
【請求項５】
前記ステント２０の両端に、前記円筒状本体１５の直径より大きな直径を持つ拡管部３０
を含むことを特徴とする、請求項２に記載の屈曲変形性を持つステント。
【請求項６】
前記ステント２０の内外面のいずれか一面にＰＴＦＥまたはシリコン被膜層４０が被覆さ
れていることを特徴とする、請求項２に記載の屈曲変形性を持つステント。
【請求項７】
前記拡管型ステント３１の内外面のいずれか一面にＰＴＦＥまたはシリコン被膜層４０が
被覆されていることを特徴とする、請求項５に記載の屈曲変形性を持つステント。
【請求項８】
前記ステント２０の内外面にそれぞれＰＴＦＥまたはシリコン被膜層４０のいずれか１種
が被覆され、互いに異種の被膜層が被覆されることを特徴とする、請求項２に記載の屈曲
変形性を持つステント。
【請求項９】
前記拡管型ステント３１の内外面にそれぞれＰＴＦＥまたはシリコン被膜層４０のいずれ
か１種が被覆され、互いに異種の被膜層が被覆されることを特徴とする、請求項５に記載
の屈曲変形性を持つステント。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は胆管、各種の臓器、またはその周辺の癌細胞のような腫瘍によって胆管または臓
器が狭窄中にあるか狭窄された部位を拡張させるのに使用するステントに係り、より詳し
くは、中空円筒状本体の長手方向に沿ってワイヤを区間によって狭い間隔で、あるいは広
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い間隔で編むことによって、部分的に弾性力が異なる強・弱弾性部位を交互に繰り返し形
成するので、病変部位への設置の際、強・弱弾性部位の弾性力の差によって病変部位を屈
曲変形させながら決着するようにすることで位置離脱のおそれを防止する屈曲変形性を持
つステントの製造方法及びそのステントに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
一般に、胆管や各種の臓器の内部またはその周辺の癌細胞のような腫瘍によって胆管また
は臓器で発生する狭窄進行部位または狭窄部位を拡張させるために医療用ステントによる
施術を行っている。
【０００３】
このような医療用ステントは、図１ａ及び図１ｂに示すように、超弾性形状記憶合金ワイ
ヤ、またはステンレスワイヤ２を互いに異なる位置で交差するように編むことにより、多
数の菱形空間部３を持つ一定長さの中空円筒状本体５を含む構造のステント８に製作され
る。
【０００４】
そして、前記円筒状本体の内外部には、必要によって、ＰＴＦＥまたはシリコンなどで製
作された被膜が被覆された形態のステントも提供されている。
【０００５】
このような医療用ステントは、施術しようとする胆管または臓器の直径よりやや大きな直
径、及び狭窄進行部位または狭窄部位（以下、病変部位という）の長さよりやや長い長さ
のものを選択して施術する。
【０００６】
このように施術されたステントの円筒状本体５は、図２に示すように、病変部位２００を
ステントの弾性力によって外側に押し出して臓器の管路を広げるとともに密着させる決着
力を持つので、施術された状態を維持することになる。
【０００７】
しかし、このような従来のステントは、前記円筒状本体５が長手方向に作用する一定の弾
性力によって病変部位と一定の密着力を形成するため、時間が経つかあるいは管路に作用
する各種の外部影響によって病変部位から滑って所望の位置を離脱する問題点があった。
すなわち、ステントが病変部位の位置から離脱する問題点があった。
【０００８】
一方、前記問題点の改善方案として、図３に示すように、多数のステント８を準備し、前
記それぞれのステント８をＰＴＦＥまたはシリコンで製造された単一被膜７で被覆して、
これらを互いに連結する方法で製造された連結型ステント９が提供されたことがある。
【０００９】
このような連結型ステント９は、そのそれぞれのステント８が有する弾性力によって病変
部位を互いに異なる位置でそれぞれ病変部位を弾性力で押し出して臓器の管路を広げるが
、ステント９がない部位、つまり被膜７の部分では病変部位を押し出すことができないた
め、病変部位を屈曲形態に変形させながら決着するので、前記従来のステント８より決着
力を増大させることにより、病変部位から勝手に離脱する問題を防止した。
【００１０】
しかし、このような従来の連結型ステント９は、胆管または臓器で各種の分泌液や体液に
よって経時的に被膜７が徐々に溶けることにより、前記それぞれのステント８が互いに分
離されて病変部位を離脱することになる。このような理由で、臓器に沿って流れる体液の
流れを邪魔するか、体液とともに移動して他の臓器に付いて副作用を引き起こすため、む
しろこれを除去するための付加の施術が必要になるなど、深刻な副作用を引き起こすこと
になる問題点などがあった。
【００１１】
その外に、ステントに付加のワイヤを編んで直径方向の外側に突出するように係止突起を
形成することで、係止突起が臓器の内壁または病変部位にかかって支持されるように構成
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したものも開示されたことがあるが、これは臓器または病変部位を損傷させるおそれがあ
る問題点がある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
したがって、本発明は前記従来技術の諸般の問題点を解決するためになされたもので、ス
テントが臓器の病変部位に施術された後にその病変部位から位置離脱するおそれをなくし
たステントを提供することにその目的がある。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
前記のような目的を達成するために、本発明は、超弾性形状記憶合金やステンレスなどの
ステント素材になるワイヤを互いに異なる位置で交差して編むことで、多数の菱形空間部
を有する一定長さの中空円筒状本体を形成してステントを製造する方法であって、前記ワ
イヤを編んで構成した中空型本体の菱形空間部を一定区間では小さく構成して稠密性を提
供し、他の一定区間では菱形空間部を大きく構成して相対的に広く形成することによって
、区間によって異なる大きさの弾性力を持つ強・弱弾性部位を少なくとも１回以上交互に
繰り返して一体的に形成することでステントを製造する、屈曲変形性を持つステントの製
造方法を提供する。
【００１４】
このような本発明のステントを病変部位に施術すれば、相異なる弾性力によって病変部位
を多く押し出す部分と小さく押し出す部分が強制的に形成されることにより、病変部位が
まるで波形に屈曲変形されてステントと決着するので、決着力を向上させて、位置離脱の
おそれを防止することになる。
【００１５】
このような本発明のステントの内外面にはＰＴＦＥまたはシリコンの被膜を被覆して被膜
層を提供することができ、本発明のステントの両端には、円筒状本体の直径より大きな直
径を持つ拡管部を提供して拡管型ステントを製作することもできる。
【発明の効果】
【００１６】
このような本発明は、区間によって異なる弾性力を持つステントを提供することにより、
これを病変部位に施術すれば、強・弱弾性部が持つ弾性力の差によって病変部位を多く押
し出す部分と少なく押し出す部分を形成することになるので、病変部位をまるで波形に屈
曲変形させながらステントが決着されるので、ステントが病変部位で滑る現象を効果的に
防止する効果を提供することになる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１ａ】従来ステントの一実施例を示す正面図である。
【図１ｂ】図１ａの側断面図である。
【図２】図１の設置状態を示す正面図である。
【図３】従来のステントの他の実施例を示す正面図である。
【図４】本発明のステントを示す正面図である。
【図５】本発明の他の実施例を示す正面図である。
【図６】本発明の他の実施例を示す正面図である。
【図７】本発明の他の実施例を示す正面図である。
【図８】本発明の他の実施例を示す正面図である。
【図９】本発明の他の実施例を示す正面図である。
【図１０】本発明の他の実施例を示す正面図である。
【図１１】本発明のステントを編むときに使用されるジグを示す斜視図である。
【図１２】本発明の施術後の状態を示す正断面図である。
【発明を実施するための形態】
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【００１８】
以下、前記本発明の好適な実施例を添付図面に基づいて具体的に説明する。
【００１９】
本発明は、超弾性形状記憶合金ワイヤまたはステンレスワイヤなどのように、ステントの
素材になるワイヤを互いに異なる位置で交差して編んで多数の菱形空間部を有する一定長
さの中空円筒状本体に形成するとき、前記菱形空間部を一定区間では小さく構成すること
によって稠密性を付与し、他の区間では菱形空間部の大きさを大きく構成して相対的に広
く形成することにより、それぞれの区間で異なる弾性力を持つ強・弱弾性部位を少なくと
も１回以上交互に繰り返して一体的に形成される本発明のステントを提供する。
【００２０】
このような本発明のステントを病変部位に施術すれば、互いに異なる弾性力によって、病
変部位を多く押し出す部分と小さく押し出す部分を強制的に発生させるから、病変部位を
まるで波形に屈曲変形させながらステントが決着されるので、決着力を向上させることに
より、位置離脱のおそれを防止することになる。
【００２１】
すなわち、本発明は、図４に示すように、超弾性形状記憶合金またはステンレスなどのス
テント素材のワイヤ１２を互いに異なる位置で交差して編んで多数の菱形空間部１３を持
つ一定長さの中空円筒状本体１５を形成することによって製造されるステントであって、
前記ワイヤ１２を編んで中空円筒状本体１５を作ることにより形成される前記多数の菱形
空間部１３を一定区間では小さな菱形空間部１３ａに形成することによって相対的に強い
弾性力を持つ強弾性部２１と、他の一定区間では前記小さな菱形空間部１３ａより相対的
に大きな菱形空間部１３ｂに形成することによって前記強弾性部２１より相対的に弱い弱
弾性部２２とを提供することで、区間によって異なる弾性力を持つ強・弱弾性部位２１、
２２を少なくとも１回以上交互に繰り返すことにより一体的に形成される本発明の屈曲変
形性を持つステント２０を提供する。
【００２２】
この際、強弾性部２１に形成される小さな菱形空間部１３ａと弱弾性部２２に形成される
大きな菱形空間部１３ｂの数を比較すると、同じ単位長さにおいて、前記強弾性部２１の
小さな菱形空間部１３ａが弱弾性部２２の大きな菱形空間部１３ｂより遥かに多くて相対
的に高稠密性を持っている。
【００２３】
このような本発明の実施例では、強弾性部２１と弱弾性部２２の長さが同等なものについ
て説明しているが、これは必要によって互いに異なる長さを有することができる。
【００２４】
これは病変部位の大きさ、臓器の内部に突出した程度、病変部位の形態などの施術しよう
とする病変部位の特徴によって互いに異なる長さを有するように構成することができる。
言い換えれば、病変部位が持つ特徴によって、強・弱弾性部２１、２２の長さはもちろん
のこと、弾性力の程度にも大きな違いがあるようにすることができ、反対に比較的小さな
違いがあるように設計することもできる。
【００２５】
結局、これは施術しようとする病変部位の特徴によってその実施形態を変更することがで
きるものである。
【００２６】
このような本発明のステント２０は、本出願人が先出願した図１１に示すようなジグ１０
０を用いて製造することができる。
【００２７】
すなわち、前記ジグ１００は、円筒体１１０の円周と長さを等間隔で分割し設定した円周
分割線と長さ分割線が交差する地点にそれぞれ突出ピン１２０が着脱可能に固定されてい
る。
【００２８】
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このようなジグ１００を用いて、前記ワイヤ１２を、互いに異なる位置で、ある突出ピン
１２０では通過させ、他の突出ピン１２０ではワイヤ１２を折曲して互いに交差して編む
ことによって、多数の菱形空間部１３を持つように製造する。この際、一定区間、つまり
強弾性部２１では、ワイヤ１２を隣接した突出ピン１２０を用いて稠密に編むことで小さ
な菱形空間部１３ａを持つ強弾性部２１を提供し、他の一定区間、つまり弱弾性部２２で
は、前記ワイヤ１２を隣接した突出ピン１２０からその隣接位置の突出ピン１２０を通過
させて他の位置の突出ピン１２０で折曲及び交差させる過程によって、前記強弾性部２１
より遠く位置する突出ピン１２０を用いて、強弾性部位２１より相対的に広い間隔で連続
して編むことで大きな菱形空間部１３ｂを形成して弱弾性部２２を構成することになり、
このような方法で強・弱弾性部２１、２２を交番に繰り返して一体的に形成することによ
り製造することができる。
【００２９】
このような本発明は、前記中空円筒状本体１５の両端に、円筒状本体１５の直径より大き
な直径を持つ拡管部３０を持つ拡管型ステント３１にもそのまま適用することができる。
その例としては、添付図面の図６に示すように、斜めに拡開するテーパー拡管部３３、あ
るいは図７に示すように、段差状に拡開する段差拡管部３２を持つものなどがある。
【００３０】
そして、添付図面の図５及び図８に示すような場合、すなわち本発明のステント２０また
は拡管型ステント３１の内外面にＰＴＦＥまたはシリコンのような被膜層４０を形成する
こともできる。このような被膜型ステント５０及び拡管型皮膜ステント６０は、病変部位
が成長しながらステントの内部に侵透することを防止するために使用される。
【００３１】
この場合にも、必要によって、本発明のステントを施術した後、病変部位での状態を長時
間にわたって維持するために、添付図面の図９及び図１０に示すように、前記本発明のス
テント２０または拡管型ステント３１の内面にはＰＴＦＥまたはシリコンのいずれか１種
を選択して被覆し、外面には、前記内面に被覆されたものとは異種の材質の被膜層、例え
ば、内面にＰＴＦＥを被覆した場合には外面にシリコン被膜層をそれぞれ選択して構成す
ることができる。
【００３２】
したがって、本発明のステント２０または拡管型ステント３１のいずれか一表面に被膜層
を形成することに比べ、異種の材質でその内外面にそれぞれ異なる被膜層を形成すること
により体液によって溶ける時間も長くなるので、長期間体内に残して病変部位を押し出す
などの役割によって管路を確保することができる本発明の施術目的状態を長期間維持する
ことができるようになる。
【００３３】
未説明符号１３０はジグ１００に形成されたワイヤ挿入溝を示す。
【００３４】
以下、前記のように構成される本発明の作動及び作用について添付図面の図１２を参照
して詳細に説明する。
【００３５】
このような本発明のステント２０は、胆管、またはその他の管路を持つ臓器の内部に施術
され、狭窄進行部位または狭窄部位を外側に押し出して管路を確保するのに使用される。
【００３６】
この際、前記ステントとしては、病変部位の長さと同一であるかあるいはそれよりやや長
いステントを選択して施術する。 
【００３７】
このように挿入施術されたステントは、円筒状本体１５が弾性力によって狭い病変部位を
押し出して管路を拡張させることになる。 
【００３８】
この際、本発明の前記円筒状本体１５は、長手方向に沿って部分的に弾性力が異なる強・
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弱弾性部２１、２２を交互に繰り返し形成しているので、強弾性部２１に位置する病変部
位は多く押し出され、弱弾性部２２に位置する病変部位は少なく押し出されることにより
、病変部位がまるで内側で屈曲された形態になる。
【００３９】
このような作用、つまり本発明のステントが病変部位を屈曲させながら位置するので、そ
の屈曲された部位にステントが位置することになり、さらにステントも波形に変形された
状態で位置するので、ステントが滑る現象が相対的に減少して所定位置から離脱する問題
点を解決することができる。
【産業上の利用可能性】
【００４０】
 本発明は、胆管、各種の臓器、またはその周辺の癌細胞のような腫瘍によって胆管また
は臓器が狭窄中にあるか狭窄された部位を拡張させるに使用するステントに適用可能であ
る。
【符号の説明】
【００４１】
１２　ワイヤ
１５　円筒状本体
１３ａ　小さな菱形空間部
１３ｂ　大きな菱形空間部
２１　強弾性部
２２　弱弾性部位
３１　テーパー拡管部
３２　段差拡管部
４０　被膜層

【図１ａ】
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